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博士論文審査及び最終試験の結果 

 

審査委員（主査） 外川 昌彦   印 

 

 

学位申請者  今城 尚彦 

 

論 文 名  現代トルコの「アレヴィー復興」と世俗主義 

      －聖者の町ハジュベクタシュにおける社会関係の民族誌的研究－ 

 

【 審 査 結 果 】  

 今城尚彦氏の学位請求論文「 現代トルコの「アレヴィー復興」と世俗主義－聖
者の町ハジュベクタシュにおける社会関係の民族誌的研究－」について、論文審

査と口述による最終試験（公開試験）の結果、審査委員会は全員一致で今城尚彦氏に
博士（学術）の学位を授与することが適当であるとの結論に達した。 

なお、事前審査は2024年10月28日に対面で実施され、最終試験は2025年2月6日午後2

時30分より約2時間かけて同じく対面で実施された。審査委員会は外川昌彦（主査・副

指導教員）、西井凉子（主任指導教員）、髙松洋一（副指導教員）、林佳世子、中山
紀子（中部大学教授）の5名により構成された。なお、本学大学院生5名の傍聴があっ

た。 

 

【 論 文 の 構 成 】  

 本論文の構成は以下のとおりである。 

序章 

第 1 章 ハジュベクタシュという町 

第 2 章 イスタンブルのジェムエヴィとハジュベクタシュ参詣ツアー 

第 3 章 聖者の町の緊張関係 

第 4 章 聖者廟で働く博物館職員： 国家と「アレヴィー・アイデンティティ」のはざ

まで 

第 5 章 「アレヴィー復興」のオルタナティブ： ハジュベクタシュという町をめぐる

二つの選択 

第 6 章 「人間性」の実践とハジュ・ベクタシュ・ヴェリ： 世俗主義の「道徳譚」と

差異の相対化 

終章 

参考文献 
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【 論 文 の 概 要 】  

本研究は、1990 年代以降のトルコ共和国における「アレヴィー復興」と呼ばれる現

象が、共和国の国是である世俗主義との関係においていかなる展開を見せているのかに

ついて、「聖者の町」ハジュベクタシュの社会関係をめぐる民族誌的事例から明らかに

するものである。「アレヴィー復興」とは、トルコにおいて差別や暴力の対象となって

きたアレヴィーが、それまで表に出すことのなかった彼らの出自を、政治活動や生活の

様々な局面において前景化させ、アレヴィーとして政治的・宗教的に先鋭化するように

なった現象のことである。アレヴィーがトルコの世俗主義の恩恵を受けてきたからこ

そ、戦略的な自己表象の中で「スンナ派ムスリムの他者」として「宗教的」に定義され、

マジョリティのスンナ派ムスリムとの平等を獲得しようとしてきた。本論は「アレヴィ

ー」と呼ばれる人々も個々の状況は異なり、無数の文脈を有する日常生活を生きている

ことを、宗教的実践のあり方だけでもなく、また出自にも還元することでもなく、「ア

レヴィー」というカテゴリーによって切り取られる際に生じる葛藤や人々の相互行為に

着目して分析した。調査地は 13 世紀の聖者ハジュ・ベクタシュ・ヴェリの名を冠する

町で、アレヴィーにとって最も重要な参詣地の一つとされ、「アレヴィー復興」以降ア

レヴィーの連帯を象徴する場所となってきた。そこで起こった外から聖者の町を訪れる

人々と生活する人をめぐる様々な「アレヴィー」をめぐる出来事を綿密なフィールドワ

ークによって捉え、カテゴリーに基づいた差異や対立の様相や、逆にカテゴリーに基づ

く差異の相対化の動きを明らかにした。以下、各章の概要を記す。 

序章では、この「アレヴィー復興」に関する先行研究を整理した上で、3 つの論点に

ついて問題の所在を明らかにした。第一に、「アレヴィー復興」を世俗化と宗教復興の

観点から論じる研究は、アレヴィーの伝統は 1990 年代に始まる「アレヴィー復興」の

初期において世俗的な「トルコ文化」として扱われていたが、2000 年代になると徐々

に「信仰」の側面が強調され、より「宗教的」なものとみなされるようになったと論じ

た。第二に、「アレヴィー復興」を「世俗主義批判」の観点から論じた研究は、アレヴ

ィーがトルコの世俗主義の恩恵を受けてきたからこそ、宗教に関する国家の言説に「ア

レヴィー」という集団範疇のあり方が左右されてきたことを明らかにした。第三にあげ

た集団範疇としての出自に着目した研究は、「アレヴィー」というカテゴリーを宗教的

実践や教義によって個々人をスンナ派かアレヴィーかに二分しようとする議論を、民族

誌的事例に基づいて批判していることを示した。 

続く第 1 章においては、本研究のフィールドであるハジュベクタシュが、ベクタシ

ー教団の本拠地からいかにしてアレヴィーの参詣地となっていったかを跡付けた。第 2

章では、町を訪れる人々がどのようにハジュベクタシュを経験しているのかについて述

べた。「アレヴィー復興」以降の政治を通じ、アレヴィーの儀礼実践においては「伝統」
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の喪失とも呼べる状況が生まれている。その状況においては人々の個人化された信仰こ

そがより良い儀礼を実現する唯一の手立てとみなされていることが示された。 

第 3 章では、このような個人化された信仰を重視する姿勢が、ハジュベクタシュの地

元住民との間に緊張関係を生んでいることを示した。第 4 章では、このような緊張関係

が個人の生活においてどのように経験されているのかについて論じた。 

第 5 章では、国家との関係において「スンナ派の他者」であり「宗教的」なカテゴリ

ーとされる「アレヴィー」概念が常に持ち込まれるハジュベクタシュにおいて、その枠

組みを相対化して生きようとする二人の男性の事例を検討した。 

第 6 章では、特定のカテゴリーへの還元論に翻弄されるハジュベクタシュにおいて

用いられる 「人間になること／であること」「人間性」といった言葉に着目して分析し

た。 

終章では、ハジュベクタシュに住むアレヴィー出自の人々や町そのものが、狭く定

義された「アレヴィー」というカテゴリーに還元されて語られるという状況が生じてお

り、そうした状況の中で人々が翻弄され、葛藤し、対立を深めている一方で、カテゴリ

ーを相対化することによって潜在的対立を回避しようとする動きも見られると結論づ

けた。日常生活における「アレヴィー」というカテゴリーをめぐる相互行為が、そこに

介在する世俗権力を背景として、それぞれの状況において偏差をもって現れてくる動態

の一端を明らかにした。 

 

【 審 査 の 概 要 お よ び 評 価 】  

審 査 委 員 会 は 、 各 審 査 員 か ら そ れ ぞ れ 多 岐 に わ た る コ メ ン ト と 質 問 が 出 さ

れ た 。  

一 致 し て 高 く 評 価 さ れ た の は 、 ま ず 、 差 別 や 弾 圧 の 対 象 で あ り 、 ト ル コ 社

会 に お い て は タ ブ ー の 一 つ で も あ っ た ア レ ヴ ィ ー と い う 人 々 を こ れ ま で は 研

究 の 対 象 と し て 取 り 上 げ る こ と そ の も の が 困 難 で あ り 、 断 片 的 な 情 報 し か な

い な か 、 本 論 文 は 歴 史 的 状 況 の な か で い か に 「 ア レ ヴ ィ ー 」 が 作 ら れ て き た

の か を 豊 富 な 文 献 資 料 か ら 明 ら か に し た こ と が あ げ ら れ る 。 さ ら に 、 緻 密 な

現 地 調 査 に よ り そ の 個 々 の 人 々 の 日 常 生 活 の な か ら そ の 実 態 に 迫 り 、 人 々 が

「 ア レ ヴ ィ ー 」 で あ る こ と に い か に 囚 わ れ 、 ま た そ こ か ら 離 脱 し よ う と し て

い る の か を 、 と も に 生 活 し な け れ ば 把 握 し え な い 機 微 に 目 を 凝 ら し つ つ 、 現

地 に 身 を お き そ こ で の 関 係 性 の な か に 自 ら が 入 り 込 む 臨 地 調 査 の 方 法 に よ っ

て 明 ら か に し た こ と で あ る 。  
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 審 査 で は 、 お お き く 2 つ の 点 に つ い て 質 疑 と 応 答 が な さ れ た 。  

（ １ ）  研 究 対 象 の 代 表 性 に つ い て  

 対 象 と な る 人 々 の 代 表 性 に つ い て 、 さ ま ざ ま な 事 例 に つ い て 質 問 が な さ れ

た 。  

１ ）  本 論 は「 外 部 か ら 来 る 人 々 」と 、「 地 元 で 生 活 す る 人 々 」の 対 立 に 焦 点

化 し て 分 析 し て い る が 、と り あ げ た 地 元 の 人 々 は 、は た し て こ の 町 で 暮

ら す 住 民 を ど の よ う に 代 表 し て い る の か  

２ ）  特 定 の 博 物 館 職 員 の 事 例 が 何 章 か に わ た り と り あ げ ら れ て い る 。他 に も

博 物 館 職 員 は い る こ と は 記 述 で も 垣 間 見 ら れ る が 、こ の 人 物 は ど の よ う

に 代 表 性 を も つ の か  

 

こ れ に 対 し て 、 今 城 氏 は と り あ げ た の は 調 査 の 過 程 の な か で 自 ら が 語 っ て

く れ た 人 々 が 中 心 で あ り 、 地 元 で 生 活 す る と い う 自 ら の お か れ た 立 場 を 分 析

す る 知 識 人 で あ る と も い え る と し 、 第 3 章 は 、 観 察 に も と づ く も の で あ り 、

第 5 章 は 語 り を 中 心 に 構 成 し た が 、 よ り 状 況 を 詳 し く 書 き 込 む べ き で あ っ た

と 応 答 し た 。 た だ 、 農 業 に 従 事 す る 人 々 や 夏 だ け 滞 在 す る 「 チ ン ゲ ネ 」 と 総

称 さ れ る 人 々 な ど を 今 回 論 文 で と り あ げ る こ と が で き な か っ た こ と に つ い て

は 自 覚 し て お り 、 今 度 の 課 題 と し て 考 え て い る こ と が 説 明 さ れ た 。  

こ れ は 、 調 査 項 目 を あ ら か じ め 設 定 し て 能 動 的 に 質 問 し て い く 調 査 方 法 で

は な く 、 そ の 場 で 起 こ っ た こ と 、 そ こ で 語 ら れ た こ と か ら 思 考 を 立 ち 上 げ て

い く よ う な 、 あ る 意 味 で 能 動 的 受 動 性 と も い え る 今 城 氏 の 調 査 手 法 か ら 必 然

的 に 帰 結 さ れ た 結 果 で あ る と も い え る 。 記 述 に お い て 、 そ の 出 来 事 や 人 物 が

い か な る 位 置 づ け に あ る の か 、 そ の 生 い 立 ち や 背 景 な ど を 工 夫 し て 記 述 す れ

ば 読 み 手 に も そ の 意 義 が わ か り や す く な っ た と の 審 査 員 か ら の コ メ ン ト を 勘

案 し つ つ 、 的 確 に 修 正 し て い く こ と が 可 能 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  

 

（ ２ ）  ま と め に お い て 言 及 さ れ た 「 人 間 性 」 に つ い て  

今 城 氏 は 、 ア レ ヴ ィ ー と は だ れ か と い う 本 論 の 冒 頭 で あ げ ら れ た 問 い に 、 第

6 章 お よ び 終 章 で 「 ア レ ヴ ィ ー リ キ （ ＝ ア レ ヴ ィ ー で あ る こ と ） は 人 間 の 道

で あ る 」 、 ア レ ヴ ィ ー と し て の あ り 方 の 根 幹 に あ る の は 「 人 間 性 」 （ イ ン サ

ン ル ッ ク ） で あ る と 、 現 地 の 人 々 の 言 葉 を 用 い な が ら 示 し た 。 こ れ は 、 ハ ジ

ュ ・ ベ ク タ シ ュ ・ ヴ ェ リ が 13 世 紀 に 、 「 世 界 人 権 宣 言 」 よ り も 8 世 紀 も 先

ん じ て 人 権 思 想 を 唱 え た と み な し 、 宗 教 に よ る 差 別 か ら 解 放 す る 存 在 で あ る

と み な す こ と に 対 応 す る と す る 。  
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 こ れ に 対 し 、審 査 員 か ら は 、「 人 間 性 」と い う ト ル コ 語 は 、ア レ ヴ ィ ー に

限 ら ず 、 ト ル コ で は し ば し ば 用 い ら れ る 言 葉 で あ り 、 特 に ア レ ヴ ィ ー に 限 定

さ れ な い の で は な い か と の 質 問 が あ っ た 。 そ れ に 対 し て 今 城 氏 は 、 ア レ ヴ ィ

ー の 人 々 が い か な る 文 脈 で こ の 言 葉 を 用 い 、 何 を 表 現 し た か っ た の か を 、 ア

レ ヴ ィ ー の 見 方 か ら 明 ら か に し た か っ た と 応 答 し た 。  

ま た 、 ア レ ヴ ィ ー で あ る こ と の 根 幹 に 、 人 間 性 が あ る と す る と 、 結 論 で は

な く 、 む し ろ 序 論 や 最 初 の あ た り に 、 ア レ ヴ ィ ー と は ど の よ う な 人 々 で あ る

の か を 説 明 す る 箇 所 に 持 っ て き た 方 が よ か っ た の で は な い か と の 指 摘 が あ っ

た 。  

 

以 上 、い く つかの 課 題 は 残 すも のの 、 本 論 文 は 傑 出 した 独 創 性 を 備 えて おり 、 学 術 論 文

と し て の 完 成 度 を ふ ま え て 、 今 城 尚 彦 氏 の 博 士 （ 学 術 ） の 学 位 授 与 は 妥 当 で あ る と 、 審 査

員 全 員 が 一 致 して 認 めるものである。  

 


